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令和７年（１～１２月）島根県観光動態調査結果 

１．宿泊客延べ数 

○令和７年の宿泊客延べ数は 360万 2千人であり、前年と比べ 1万 2千人（▲0.3％）減少

した。 

  ○地域別では、前年と比べ、出雲地域が＋2.2％、石見地域が▲10.2％、隠岐地域が＋6.5％

であった。 

（主な変動要因） 
・ 大阪・関西万博への観光客の流出 

・ 物価高騰による旅行控え、消費控え 

・ 連続テレビ小説の放送に伴う関心の高まり 

 

〔宿泊客延べ数の地域別推移〕                              （単位：千人泊） 

(注)計数及び構成比については、それぞれ四捨五入によっているため、合計等と一致しないものがある。以下同じ。 

 

〔参考〕主要宿泊地の状況                         （単位：人泊） 
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地　域 R元年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年
対前年
増減

対R元年
増減

出雲地域 3,003 1,779 1,797 2,300 2,766 2,726 2,786 +2.2% ▲7.2%
石見地域 682 582 769 726 728 772 693 ▲10.2% +1.6%
隠岐地域 97 63 61 87 97 116 123 +6.5% +27.4%

計 3,782 2,424 2,628 3,113 3,591 3,614 3,602 ▲0.3% ▲4.8%

宿泊地名 区分 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 計
松江しんじ湖温泉 R７年 49,669 61,199 63,760 71,776 246,404

（松江市） 対R６増減比 ▲7.5% ▲2.5% ▲3.7% +5.6% ▲1.7%
玉造温泉 R７年 97,111 110,460 112,922 136,746 457,239
（松江市） 対R６増減比 ▲7.6% ▲4.9% ▲0.5% +3.3% ▲2.1%
有福温泉 R７年 2,975 3,578 5,064 4,752 16,369
（江津市） 対R６増減比 +5.0% +19.7% +6.5% +5.2% +8.4%
津和野 R７年 4,929 6,695 7,084 8,260 26,968

（津和野町） 対R６増減比 +1.5% ▲2.4% ▲10.8% +6.4% ▲1.7%
隠岐島後 R７年 6,396 13,838 18,865 11,821 50,920

（隠岐の島町） 対R６増減比 +9.2% +15.8% +12.0% +7.1% +11.4%
隠岐島前 R７年 3,658 8,573 12,329 7,648 32,208

(西ノ島町､海士町､知夫村) 対R６増減比 +7.2% ▲0.2% +6.8% +5.9% +4.7%
R７年 164,738 204,343 220,024 241,003 830,108

対R６増減比 ▲6.3% ▲2.4% ▲0.4% +4.4% ▲0.8%
合　計
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２．外国人宿泊客延べ数 

○外国人宿泊客延べ数は、113,299人であり、前年と比べ 26,139人(＋30.0％)増加した。 

（主な変動要因） 

・ 全国的な訪日観光客の増加傾向 

・ 近隣県の国際便の就航・増便 

 

〔国・地域別外国人宿泊客延べ数〕                         （単位：人泊） 

〔参考〕R元年：98,093 人泊 

 

 

３．観光入込客延べ数 

 ○令和７年の観光入込客延べ数は、3,124万人であり、前年と比べ 138万 5千人（＋4.6%）

増加した。 

○地域別では、前年と比べ、出雲地域が＋4.9％、石見地域が＋3.6％、隠岐地域が＋4.1％であ

った。 

（主な変動要因） 

・ 連続テレビ小説の放送に伴う関心の高まり 

・ 山陰道出雲―出雲多伎区間の開通 

 

〔観光入込客延べ数の地域別推移〕                      （単位：千人地点） 

 

 

宿 泊 客 延 べ 数 ：１日単位でみた宿泊客の人数で、１人が２泊３日する場合は２人泊と数える。 

観 光 入 込 客 延 べ 数 ：観光地点ごとに計測した入込客数を単純合計した人数。 

国・地域 R６年 R７年
対前年
増減

台湾 17,569 27,766 +58.0%
中国 11,817 15,790 +33.6%
韓国 11,446 15,008 +31.1%

アメリカ 7,361 7,655 +4.0%
フランス 6,063 5,671 ▲6.5%

香港 4,869 5,601 +15.0%
ベトナム 1,650 2,900 +75.8%

オーストラリア 2,061 2,799 +35.8%
ドイツ 1,533 2,609 +70.2%
タイ 1,983 2,163 +9.1%

その他 20,808 25,337 +21.8%

合計 87,160 113,299 +30.0%
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地　域 R元年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年
対前年
増減

対R元年
増減

出雲地域 27,171 17,133 16,327 20,762 24,169 23,966 25,139 +4.9% ▲7.5%
石見地域 5,651 4,093 4,391 5,003 5,824 5,696 5,900 +3.6% +4.4%
隠岐地域 167 92 123 186 201 198 206 +4.1% +23.3%

計 32,990 21,318 20,842 25,950 30,194 29,860 31,245 +4.6% ▲5.3%
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４．観光入込客実人数推計 

 ○観光入込客延べ数及び宿泊客延べ数をもとに観光地点アンケート調査で得られた数値

（県内・県外の比率、平均訪問地点数、平均宿泊数）により推計した令和７年の観光入

込客実人数は 1,266万 4千人であり、前年と比べ 21万 4千人（＋1.7％）増加した。 

（単位：千人） 

 

５．観光消費額及び経済波及効果 

○観光地点アンケート調査で得られた１人当たり消費額（下表）に観光入込客実人数を 

乗じて推計した令和７年の県全体の観光消費額は、約 1,197億円であり、前年に比べ 

約 47億円（▲3.7％）減少した。 

○この観光消費額が、県内に及ぼす経済波及効果（直接効果、一次波及効果、二次波及 

効果の計）は、約 1,648億円（1.38倍）と推計される。 
 
※経済波及効果：令和２年島根県産業連関表を用いて推計 

 

 

 〔観光消費額及び経済波及効果〕                    （単位：億円） 

 

〔1人当たり消費額〕                                 （単位：円） 

 

県内客・宿泊 116 99 143 173 210 218 173 ▲20.7% +49.2%
県外客・宿泊 2,409 1,510 1,597 1,896 2,190 2,147 2,158 +0.5% ▲10.4%

県内客・日帰り 4,088 3,043 3,328 4,184 4,799 4,823 4,624 ▲4.1% +13.1%
県外客・日帰り 6,669 4,478 4,057 4,905 5,393 5,262 5,709 +8.5% ▲14.4%

計 13,281 9,129 9,125 11,158 12,592 12,451 12,664 +1.7% ▲4.6%

区分 R元年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年
対前年
増減

対R元年
増減

R７年

観光消費額 1,301 752 698 949 1,143 1,243 1,197 ▲3.7% ▲8.0%
経済波及効果 1,647 938 870 1,197 1,453 1,597 1,648 +3.2% +0.1%

R元年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年 R７年
対前年
増減

対R元年
増減

県内客・宿泊 18,833 25,767 17,945 24,508 23,834 16,566 23,001 +38.8% +22.1%
県外客・宿泊 27,884 28,545 24,454 29,281 30,239 35,047 30,683 ▲12.5% +10.0%

県内客・日帰り 3,790 2,549 2,341 2,448 3,093 3,086 3,139 +1.7% ▲17.2%
県外客・日帰り 6,779 4,863 5,020 5,072 5,239 5,808 6,122 +5.4% ▲9.7%

対R元年
増減

R７年区分 R元年 R２年 R３年 R４年 R５年 R６年
対前年
増減


